
小
見
出
し
が
入
り
ま
す

○
○
○
○
○
○
○
○

広  

告

阿
蘇
広
域
消
防
本
部

　
南
部
分
署
長　
岩
下　
幸
夫

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

消　
防 

南
部
分
署

問  

☎
（
６
２
）
９
０
３
４

高森町少年剣道招待錬成大会 子ども達の活躍が
目立った今季

　
謹
ん
で
新
春
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
清
々
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
ご
ろ
か
ら
阿

蘇
広
域
消
防
本
部
南
部
分
署

の
消
防
業
務
に
対
し
ま
し
て

多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
一
昨
年
十
二
月
、
阿
蘇
広

域
消
防
本
部
新
庁
舎
完
成
に

伴
い
高
機
能
指
令
セ
ン
タ
ー

が
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

高
機
能
指
令
セ
ン
タ
ー
は
、

阿
蘇
広
域
消
防
全
て
の
出
場

を
管
理
す
る
部
署
で
、
一
刻

も
早
く
現
場
に
到
着
し
活
動

で
き
る
よ
う
出
場
指
令
を
出
し
ま
す
。
火
災
・
救
急
・
救
助
な
ど
の
要
請

は
１
１
９
番
通
報
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
も
、「
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
の
安
心
・
安
全
」
の
た
め
に
、
地
域

の
実
情
に
精
通
し
た
消
防
団
の
皆
さ
ま
、
さ
ら
に
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
得
な
が
ら
、
南
部
分
署
職
員
一
同
が
心
一
つ
に
し
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
危
機
感
と
緊
張
感
を
持
ち
職
務
に
精
通
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
今

後
と
も
皆
さ
ま
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、新
し
い
年
が
皆
さ
ま
方
の
更
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
、益
々

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

水上・桜カップ九州柔道大会

県科学展・発明工夫展

春日・五福招待錬成剣道大会

新人戦・高森中学校が活躍
　10月 31日（土）、菊池市総合
体育館で熊本県下中学校剣道大会
が行われ、中学校男子団体の部で
高森中学校が準優勝しました。
　11月1日（日）、山鹿市総合体育
館で行われた柔道の熊本県下中学
校新人体重別選手権大会で、田上
知歩さん（高森中１年）が男子55㎏
級の部で第３位になりました。

　水上村民体育館におい
て、九州各地から約400
名の児童生徒が熱戦をく
りひろげました。本町か
らも高森少年柔道クラブ
及び高森中学校柔道部が
参加し、中学男子60㎏
以下級で荒牧優斗さんが
第３位になりました。

　11月 14日から15日まで高森中学校体育館
で開催されました。遠くは大阪、高知と全国各
地から約130チームが参加し、日頃の練習の成
果を発揮し白熱した試合を繰り広げました。
　本町は、中学校男子の部で高森中学校Ｂチー
ムが優勝しました。

　熊本県下全域から剣士が集まり、学年別で個
人戦が行われました。高森少年剣道クラブから
は８名の剣士が参加。２名が入賞し、小学５年
男子の部（121人出場）　に出場した佐野裕樹
くんと、小学２年男女の部（77人出場）で中
川徠斗くんがベスト８になりました。

　熊本県民総合運動公園で行われ、本
町代表として男子の部（混合）に高Ｓ
ＰＯチームが出場しました。各チーム
の小学４年生から６年生までが会場周
辺の 5区間約 8㎞（各区間約 1.6㎞）
を力走。高ＳＰＯチームが見事優勝し、
優勝旗と賞状、記念品が贈られました。

　高森中央小学校の２人の児童が入賞し、それぞれ熊本市
で表彰式が行われました。科学展の小学５～６年の部で 

岡本慧根さん（６年）
が熊本県知事賞、発
明工夫展で大塚愛太
さん（６年）が日本
弁理士会長奨励賞を
受賞しました。

秋
の
叙
勲・褒
章

（
高
森
町・２
名
）

　瀬井正三さん（津留・山付神原）が、勲
章「瑞宝単光章」、山村將護さん（高森・下町）
が褒章「藍綬褒章」の栄誉に輝きました。
　瀬井さんは町消防団に 37年と長年消防
業務に従事し、消防の発展に大きく貢献さ
れました。山村さんは阿蘇くじゅう国立公
園を訪れる人へマナー順守などを呼びか
け、野草愛好家等の山野の案内や、希少植
物の盗掘防止に力を入れてこられました。

高 森 寮
障がい者支援施設

社会福祉法人　立正福祉会一般企業への就職が困難
な方へ就労の機会を提供し
ています。鶏の飼育や野菜・
小麦栽培などの作業に従事
することで賃金を得ること
のできる事業所です。

就労支援センターについての
お問い合わせは、高森寮または
役場福祉課までご相談ください。

高森町色見822
TEL 0967-62-1780

就労支援センターたかもり
就労継続支援 B型事業（定員 20名）

山
村
將
護
さ
ん

瀬
井
正
三
さ
ん

ＲＫＫ学童駅伝大会

11月15日（日）

11月18日（水）

11月3日（火）

12月5日（土）

12月6日（日）

平成28年1月4日発行 677号 （4）



１
１
０
番
は
落
ち
着
い
て

広  

告

　

次
の
絵
の
よ
う
に
、
落
ち
着
い

て
お
話
し
て
く
だ
さ
い
。

※
１
１
０
番
通
報
は
、
ど
の
地
域

　
か
ら
で
も
全
て
警
察
本
部
に
か

　
か
り
ま
す
。
市
町
村
名
、
電
話

　
番
号
、
付
近
の
建
物
、
駅
・
停

　
留
所
等
の
目
標
物
を
お
話
し
く

　
だ
さ
い
。
目
標
物
が
な
い
場
合

　
は
、
付
近
に
設
置
さ
れ
て
い
る

　
九
州
電
力
の
電
柱
番
号
を
知
ら

　
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
車
を
運
転
し
な
が
ら
の
通
報
は

　
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
、
停
車
し

　
て
か
ら
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

１
月
10
日
は「
１
１
０
番
の
日
」

高
森　

警
察
署

問  

通
報
・
相
談　
☎
（
６
２
）
０
１
１
０

日
は「
１
１
０
番
の
日
」

 　

相
談
事
な
ど
急
が
な
い
用
件

は
、
警
察
相
談
電
話
（
０
９
６

（
３
８
３
）
９
１
１
０
）
又
は
警

察
署
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　
い
た
ず
ら
電
話
は
絶
対
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
本
当
に
緊
急
な

電
話
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
、
事
件
・
事
故
の
早
期
解
決

や
人
の
生
命
に
関
わ
る
大
き
な
障

害
と
な
り
ま
す
。

■
Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
０
番

　
０
９
６
（
３
８
２
）
２
１
１
０

■
メ
ー
ル
１
１
０
番
ア
ド
レ
ス

　

kum
am
oto-police110@

　

deluxe.ocn.ne.jp

　
事
案
名
・
発
生
場
所
（
目
標
と

な
る
施
設
な
ど
）・
発
生
時
間
・

あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
（
携
帯
番
号
）
等
を
記
入
・
入

力
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
ル
は
必
ず
受
信
で
き
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
受
信
で
き
た
ら

返
信
し
ま
す
の
で
、
返
信
メ
ー
ル

の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
事
前
に
ご
自
分
の
携
帯
電
話
に

「
メ
ー
ル
１
１
０
番
」
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
て
お
く
と
便

利
で
す
。

企業等が火山灰対策用品を寄贈

（作文）　※ 敬称略
　　高森中学校３年　　　大塚　愛佳
（習字）※ 敬称略
　阿蘇地区租税教育推進協議会長賞
　　高森中学校２年　　　中山　玲奈
　阿蘇関税会長賞
　　高森中学校２年　　　荒牧　真央
　　高森中央小学校６年　後藤　七菜
　高森町長賞
　　高森中学校３年　　　武田　奈々
　　高森中央小学校６年　福田　紗也

対
象
者
は「
健
診
受
診
」で

定
期
預
金 

の
利
息
ア
ッ
プ

信
組
と
覚
書
締
結

【草南】７営農者で法人設立

　健康診査の受診率アップと医療費抑制につ
なげることなどを目的に町庁舎で熊本県信用
組合と「健康事業推進に関する覚書」を締
結しました。国保の特定健診受診者（40～
74 歳）、後期高齢者医療（75歳以上）の健
診受診者が対象になります。【詳しくは同組
合の高森支店までお問い合わせください。】

１
１
０
番
は

「
緊
急
通
報
用
」
の
電
話

耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方

の
た
め
の
「
１
１
０
番
」

「税に関する作品」表彰
　阿蘇地区納税貯蓄組合連合会から作
文の作品で高森中学校の生徒１名が表
彰されました。また、阿蘇地区租税教
育推進協議会から習字の作品で高森中
央小学校の児童２名と、高森中学校の
生徒３名が表彰を受けました。

　高森総合センターで贈呈式が行われ、27企業・8団体・3個人が掃除機・コー
ト・ヨナ傘・スウィーパーを寄贈しました。贈呈式では、企業等の代表者から
学校や保育所等の代表へ手渡し、寄付された企業等には町長から感謝状が贈ら
れました。これは一昨年 11月、
阿蘇中岳の火山活動が活発化し、
今後も予想される降灰対策とし
て町が取り組んだものです。
　昨年３月、自主的に支援いた
だける企業・団体を募集し、目
標額を達成。高森中央小学校の
児童が「今日あった事を皆に伝
え、大切に使います」とお礼の
言葉を贈りました。

　草部総合センターで、草部南部地域の営農者でつくる
法人「奥阿蘇くさかべ」の設立総会が行われました。耕
作放棄地が懸念される当地域の今後の農地維持や経営安
定を図るため、機械の過剰投資を避け農作業の共同化や
受託、共同利用施設の設置などに取り組まれます。

ク
リ
ス
マ
ス

お
は
な
し
会

　観光交流センターで
開かれ、ハンドベル演
奏やブラックシアター
などが行われました。
最後にはサンタさんが
登場し、子ども達へク
リスマスプレゼント。
子ども達は大事そうに
抱えていました。

梅
香
苑

ひ
め
ゆ
り

　
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、日
頃

よ
り
当
法
人
の
運
営
に
つ
き
ま
し

て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、改
め
て
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、近
年
の
福
祉
を
取
り
巻
く

環
境
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お

り
、認
知
症
高
齢
者
や
独
居
高
齢
者

世
帯
の
増
加
、ま
た
介
護
保
険
で
は

対
応
で
き
な
い
生
活
支
援
ニ
ー
ズ
や

社
会
的
孤
立
、貧
困
等
を
背
景
と
す

る
深
刻
な
生
活
課
題
が
顕
在
化
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
諸
問
題
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
、公
的
な
制
度
に
基
づ
く

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
支
援
の
み
な
ら

ず
、自
助
・
互
助
を
活
用
し
た
地
域
づ

く
り
の
実
現
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

当
法
人
と
い
た
し
ま
し
て
も
、支
援

の
必
要
な
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、町
民
の
皆
様
方
を
は
じ

め
行
政
並
び
に
関
係
各
機
関
と
の
連

携
を
強
め
、地
域
に
必
要
と
さ
れ
る

法
人
を
目
指
し
、更
な
る
地
域
貢
献

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、皆
様
方
の
ご
健
勝
・
ご

多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
八
年
　
元
旦

社
会
福
祉
法
人
岳
寿
会

な
に
が

い
つ

ど
こ
で

何
が
あ
っ
た
か

（
例
：
泥
棒
で
す
）

発
生
し
た
場
所
、

場
所
の
目
標

何
時
ご
ろ
あ
っ
た
の
か

（
例
：
５
分
前
）

11月25日（水）

11月24日（火）11月27日（金）

12月4日（金）

12月5日（土）

広報たかもり（5）
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